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万感の思いを歌声にのせて　
～町内小・中学校で卒業式～
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町税
（41.1％）
42億3,992万円

国県支出金
（16.6％）
17億1,182万円

国県支出金
（16.6％）
17億1,182万円

国県支出金
（16.6％）
17億1,182万円 繰入金ほか

（10.1％）
10億3,831万円

繰入金ほか
（10.1％）
10億3,831万円

繰入金ほか
（10.1％）
10億3,831万円

自主財源
53.3％
自主財源
53.3％
自主財源
53.3％

依存財源
46.7％
依存財源
46.7％
依存財源
46.7％

町債
（9.2％）
9億4,720万円

町債
（9.2％）
9億4,720万円

町債
（9.2％）
9億4,720万円

地方譲与税・交付金
（6.7％）
6億8,650万円

負担金・使用料・手数料（2.1％） 2億1,725万円

地方交付税
（14.2％）
14億5,900万円

地方交付税
（14.2％）
14億5,900万円

地方交付税
（14.2％）
14億5,900万円
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一般会計当初予算規模

50億円

60億円

70億円

80億円

90億円

100億円

110億円

120億円

94.1594.1594.15 92.8092.8092.80
96.3396.3396.33

109.97109.97109.97

103.00103.00103.00

27年度 28年度 29年度 30年度 31年度

物件費（24.2％）
24億9,016万円

人件費（14.9％）
15億3,421万円
人件費（14.9％）
15億3,421万円
人件費（14.9％）
15億3,421万円

扶助費（13.9％）
14億3,396万円
扶助費（13.9％）
14億3,396万円
扶助費（13.9％）
14億3,396万円

繰出金
（8.3％）
8億4,989万円

繰出金
（8.3％）
8億4,989万円

繰出金
（8.3％）
8億4,989万円

公債費（6.1％）
6億3,033万円
公債費（6.1％）
6億3,033万円
公債費（6.1％）
6億3,033万円

投資および出資金
（4.3％）
4億4,648万円

その他（0.4％） 3,683万円

貸付金（2.0％）
2億700万円

普通建設事業費
（11.2％）
11億5,807万円

普通建設事業費
（11.2％）
11億5,807万円

普通建設事業費
（11.2％）
11億5,807万円

補助費等
（14.7％）
15億1,307万円

補助費等
（14.7％）
15億1,307万円

補助費等
（14.7％）
15億1,307万円
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全体計画図
※建物の形状や配置は今後の設計の
中で決定します。

□情報提供施設の整備1

4

2□本館前築山の交流広場の整備

□親水公園の滞在型宿泊
　（グランピング）施設整備

3□浴室と脱衣所のリニューアル

（2019・　月号）広報たかねざわ4 4

元気あっぷむらの活性化に向けて

施設をリニューアル
　町では「行きたくなる場所　ここにしかない空間」を目指し、元気あっぷむらの整備を行います。さ
らに『道の駅たかねざわ　元気あっぷむら』として登録し魅力を発信していくことで、より多くの人が
訪れるようにします。そこで、今回は元気あっぷむらのリニューアルオープンに向けた整備の概要を皆
さんにお知らせします。

1
 

情
報
提
供
施
設
の
整
備

　

道
の
駅
と
し
て
必
要
な　

時
間
使
用

24

で
き
る
ト
イ
レ
や
休
憩
ス
ペ
ー
ス
を
新

築
す
る
ほ
か
、E
V
充
電
器
や
F
r
e
e

W
i

−
F
i
な
ど
付
加
価
値
機
能
を
整

備
し
ま
す
。

 

親
水
公
園
の
滞
在
型
宿
泊
（
グ
ラ

ン
ピ
ン
グ
）
施
設
整
備

　

固
定
式
の
ト
レ
ー
ラ
ー
ハ
ウ
ス
を
配

おしらせ

2
 

本
館
前
築
山
の
交
流
広
場
の
整
備

　

恒
常
的
に
イ
ベ
ン
ト
等
を
開
催
で
き

る
場
と
し
、地
元
の
農
業
者
や
ク
ラ
フ

ト
等
の
作
家
が
出
店（
発
表
）で
き
る
場

を
作
り
、町
外
・
県
外
か
ら
の
来
場
者
と

の
交
流
を
促
進
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
ミ
ニ
店
舗
（
固
定
式
ト
レ
ー

ラ
ー
ハ
ウ
ス
を
想
定
）
を
整
備
し
、
新

た
な
賑
わ
い
を
作
っ
て
い
き
ま
す
。

3
 

浴
室
と
脱
衣
所
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

　

浴
室
、
露
天
風
呂
、
サ
ウ
ナ
、
脱
衣

所
の
床
や
天
井
を
、
よ
り
機
能
的
な
部

材
に
す
る
な
ど
の
改
修
（
模
様
替
え
）

を
行
い
ま
す
。

▲情報提供施設のイメージ図



広報たかねざわ（2019・　月号）45

◆元気あっぷむらの営業について
　道の駅関連施設や元気あっぷむら活性化に向
けた周辺施設を円滑・安全に施工するために　7
月　日（月）から2020年　月31日（火）まで全1 3
施設を営業停止（一時閉鎖）とし、町が建物や
機械設備類の管理のみを行います。
　2020年　月の施設リニューアル以降の運営に4
ついては、新しい指定管理者による運営を想定
し、新たな指定管理者の選定に向けて事務を進
めていきます。
　日ごろから元気あっぷむらをご利用いただい
ている皆さんには、しばらくの間ご迷惑をおか
けしますがご理解をお願いします。

◆「高根沢町元気あっぷ公社」について
　現在の施設の指定管理者である「株式会社高
根沢町元気あっぷ公社」は、営業を継続しても
黒字化が見込めないことから、臨時株主総会を
開き自主廃業する方針となりました。
　　月30日（日）までは通常どおり営業を行い6
ますが、　 月に公社を解散し清算手続に入って7
いくことになります。

◆問合せ先
　産業課　緯６７５・８１０４

◆
問
合
せ
先

　

元
気
あ
っ
ぷ
創
生
課

緯
6
7
5
・
8
1
2
0

▲今後のスケジュール

　月　日から2020年　月31日まで7 1 3
元気あっぷむら全施設の

営業を停止します

2020年度2019年度
事業区

分 上半期下半期上半期

「道の駅たかねざわ
　元気あっぷむら」
　オープン
　（　月目標）4

道の駅登録（年度当初予定）「道の駅たかねざわ　元気あっぷむら」
　道の駅登録

道
の
駅
関
係 　月　工事完了予定2　月　工事着手予定7
「道の駅たかねざわ　元気あっぷむら」
　情報提供施設整備

下半期　工事上半期　詳細設計浴室と脱衣所のリニューアル周
辺
施
設
整
備
関
係

（設計後速やかに）工事　～　月　詳細設計4 6本館前築山交流広場整備

（設計後速やかに）工事　～　月　詳細設計4 7親水公園グランピング施設整備

置
し
、
自
然
豊
か
な
環
境
を
活
か
し
つ

つ
、
デ
ザ
イ
ン
や
し
つ
ら
え
に
こ
だ

わ
っ
た
お
し
ゃ
れ
な
異
空
間
を
演
出
す

る
こ
と
で
、
特
に
若
年
層
、
フ
ァ
ミ

リ
ー
層
の
滞
在
（
宿
泊
）
を
促
進
し
て

い
き
ま
す
。

　

単
な
る
宿
泊
だ
け
で
な
く
、
滞
在
す

る
中
で
地
元
の
農
産
物
を
使
っ
た
食
事

や
地
域
の
人
々
と
の
交
流
を
組
み
合
わ

せ
て
運
営
し
て
い
く
こ
と
で
、
よ
り
高

根
沢
の
こ
と
を
知
っ
て
も
ら
う
き
っ
か

け
を
作
っ
て
い
き
ま
す
。

※
グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
と
は

　
「
グ
ラ
マ
ラ
ス
」と「
キ
ャ
ン
ピ
ン
グ
」

を
掛
け
合
わ
せ
た
造
語
で
、
ホ
テ
ル
の

よ
う
な
設
備
や
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
な

が
ら
自
然
の
中
で
過
ご
す
、
キ
ャ
ン
プ

に
似
た
宿
泊
形
態
の
こ
と
で
す
。
テ
ン

ト
の
設
営
や
食
事
の
準
備
な
ど
の
手
間

が
少
な
く
、
初
心
者
で
も
気
軽
に
楽
し

め
る
点
が
人
気
を
集
め
て
い
ま
す
。▲グランピングのイメージ図

Information

▶

▶▶

▶

▶▶

▶



（2019・　月号）広報たかねざわ4 6

おしらせ

　

町
で
は
、
今
年
度
か
ら
町
内
全
て
の

小
・
中
学
校
で
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー

ル
を
開
始
し
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
そ
の
概
要
に
つ
い
て
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

校
評
価
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
が
、
こ
れ

ら
の
取
組
み
を
一
歩
進
め
た
も
の
が
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
で
す
。

　

ま
た
、
学
校
支
援
地
域
本
部
は
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
等
に
よ
る
学
校
支
援
を
よ
り

充
実
さ
せ
て
い
く
組
織
で
す
。
学
習
支

援
や
環
境
整
備
な
ど
教
育
活
動
に
必
要

な
支
援
を
行
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
学
校

支
援
に
携
わ
る
人
た
ち
を
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
ト
す
る
地
域
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
が
、

学
校
の
依
頼
に
応
じ
て
地
域
の
人
材
を

つ
な
ぐ
こ
と
で
、
子
ど
も
た
ち
の
教
育

活
動
の
活
性
化
を
図
り
ま
す
。

　

例
え
ば
、
学
校
の
依
頼
に
応
じ
て
地

域
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
が
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

ト
す
る
こ
と
で
新
た
な
人
材
の
発
掘
に

つ
な
が
り
、
よ
り
専
門
的
な
体
験
学
習

を
実
施
、
子
ど
も
た
ち
の
学
び
が
さ
ら

に
充
実
し
た
も
の
に
な
り
ま
し
た
。
ま

た
、
学
校
か
ら
の
情
報
発
信
や
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
か
ら
の
声
か
け
に
よ
り
、
地

域
の
人
の
教
育
活
動
へ
の
参
加
が
増
え
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
輪
が
広
が
っ
て
い
ま

す
。

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
で
は
、

保
護
者
や
地
域
の
人
が
一
定
の
権
限
と

責
任
を
も
っ
て
学
校
運
営
に
参
画
し
ま

す
。
そ
し
て
、
地
域
の
声
を
積
極
的
に

反
映
し
、
学
校
と
目
標
や
ビ
ジ
ョ
ン
を

共
有
す
る
こ
と
で
、
子
ど
も
た
ち
に

と
っ
て
よ
り
よ
い
教
育
の
実
現
を
目
指

し
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
、
地
域
の
声
を
反
映
さ
せ

る
制
度
と
し
て
学
校
評
議
員
制
度
や
学

学
校
運
営
に
地
域
の
声
を

積
極
的
に
生
か
す

　

高
根
沢
町
版
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス

ク
ー
ル
「
み
ん
な
の
学
校
」
は
、
学
校

運
営
協
議
会
と
学
校
支
援
地
域
本
部
で

構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

学
校
運
営
協
議
会
は
、
保
護
者
や
地

域
の
人
な
ど
が
委
員
と
な
っ
て
、
学
校

運
営
の
基
本
方
針
の
承
認
や
教
育
活
動

等
へ
の
意
見
、
学
校
の
評
価
を
行
い
ま

す
。
地
域
の
人
が
当
事
者
と
し
て
学
校

と
対
等
な
立
場
で
協
議
す
る
の
で
、
課

題
解
決
に
向
け
た
取
組
み
を
効
果
的
に

進
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

「
学
校
運
営
協
議
会
」
と

「
学
校
支
援
地
域
本
部
」

　

町
で
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー

ル
の
導
入
に
先
駆
け
て
平
成　

年
か
ら

27

一
部
の
小
・
中
学
校
に
学
校
支
援
地
域

本
部
を
設
置
し
、
一
定
の
効
果
が
得
ら

れ
て
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
の
学
び
の
充
実
と

広
が
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
輪

　

そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
が
も
つ
特
色
を
生

か
し
な
が
ら
「
地
域
と
と
も
に
あ
る
学

校
」
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
学
校
と

学
校
運
営
協
議
会
、
学
校
支
援
地
域
本

部
が
「
目
指
す
子
ど
も
像
」
を
共
有
し
、

綿
密
に
連
携
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で

す
。

　

地
域
の
人
と
の
交
流
や
豊
富
な
体
験

は
、
子
ど
も
た
ち
の
地
域
へ
の
愛
情
と

生
き
る
力
を
育
成
し
ま
す
。
そ
し
て
、

保
護
者
や
地
域
の
人
が
主
体
的
に
学
校

と
関
わ
る
こ
と
で
、
学
校
を
核
と
し
た

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
形
成
さ
れ
、
地
域
の

活
力
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
「
み
ん
な
の
学
校
」は
ま
さ
に
地
域
を

育
て
る
学
校
だ
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

◆
問
合
せ
先　

学
校
教
育
課

緯
6
7
5
・
1
0
3
7

子
ど
も
た
ち
の
成
長
が

地
域
の
成
長
に

地
域
と
と
も
に
あ
る
学
校
を
目
指
し
て

高
根
沢
町
版
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル

「
み
ん
な
の
学
校
」
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支援

Information

高根沢町版コミュニティ・スクール「みんなの学校」のイメージ

学校支援地域本部
　学校の依頼に応じ、地域の人材が学校
の授業等を積極的に支援します。

◆構成員
　学校関係者、PTA執行部、地域コン
シェルジュ（地域コーディネーター）、ボ
ランティア代表など

　

町
内
の
小
中
学
校
で
は
、
授
業
な
ど

の
教
育
活
動
で
、
子
ど
も
た
ち
の
支
援

者
と
し
て
地
域
の
人
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

と
し
て
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　

新
た
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、
地
域
コ

ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
が
学
校
か
ら
の
依
頼
に

応
じ
、
地
域
の
人
材
が
学
校
支
援
に
携

わ
れ
る
よ
う
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
し
ま
す
。

◆
学
校
行
事
等
の
支
援

・
地
域
で
の
登
下
校
の
安
全
指
導

・
読
み
聞
か
せ

・
花
壇
等
の
除
草
や
樹
木
の
剪
定

・
本
の
カ
バ
ー
掛
け
、
書
架
整
理

・
あ
い
さ
つ
運
動

◆
教
科
等
の
支
援

・
昔
の
道
具
の
使
い
方
指
導

・
昔
遊
び
、
お
正
月
遊
び
の
指
導

・
釘
打
ち
指
導

・
裁
縫
指
導

・
和
太
鼓
演
奏
と
演
奏
指
導

・
農
園
、
水
田
活
動
の
支
援

・
米
作
り
の
話

・
戦
争
体
験
の
話

・
パ
ソ
コ
ン
学
習
補
助

・
ミ
シ
ン
学
習
補
助

・
校
外
学
習
等
で
の
安
全
見
守
り

◆
問
合
せ
先　

生
涯
学
習
課

緯
6
7
5
・
3
1
7
5

地
域
の
人
が
活
躍
中
！

学
校
支
援
活
動
を
紹
介
し
ま
す

▲ ▲
▲ ▼

連携

▲依頼▲説明

学校運営協議会
　学校と地域の代表が、どんな子どもた
ちを育てたいかの意見を出し合います。

◆構成員
　地域住民の代表、保護者の代表、支援
団体の代表、学校担当職員など

学校
学校運営の基本方針について
○こんな子どもたちを育てたい
○こんな取組みをしていきたい

など

学校の教育活動について
○体験学習を充実させたい
○子どもたちの安全を守りたい

など
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下
水
道
工
事
が
完
了
し
た
地
区
の
皆
さ
ん

公
共
下
水
道
へ
の
接
続
を
お
願
い
し
ま
す

　

町
で
は
、
生
活
排
水
の
流
入
に
よ
る

河
川
等
の
水
質
悪
化
を
防
ぐ
た
め
、
下

水
道
の
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

◆
公
共
下
水
道
へ
の
接
続

　

公
共
下
水
道
が
利
用
で
き
る
よ
う
に

な
っ
て
か
ら
3
年
以
内
に
、
く
み
取
り

便
所
や
浄
化
槽
か
ら
公
共
下
水
道
へ
接

続
す
る
工
事
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

○
水
洗
便
所
改
造
資
金
融
資
あ
っ
せ
ん

制
度

　

3
年
以
内
に
工
事
を
行
う
人
へ
、
工

事
資
金
の
一
部
の
融
資
あ
っ
せ
ん
を
行

い
ま
す
。
限
度
額
は
1
件
に
つ
き　

万
40

円
で
す
。

◆
受
益
者
負
担
金
の
納
入

　

平
成　

年
度
に
下
水
道
工
事
が
完
了

30

し
た
地
区
を
対
象
に
、
受
益
者
負
担
金

を
賦
課
し
ま
す
。

　

対
象
の
土
地
の
所
有
者
に
は
、
4
月

下
旬
に
受
益
者
申
告
書
を
送
付
し
ま
す

の
で
必
ず
期
日
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

◆
問
合
せ
先　

上
下
水
道
課

　

緯
6
7
5
・
2
4
4
9

公共下水道整備
を推進中！

　町では、宝積寺地区（宝積寺・光陽台・
宝石台・石末・中阿久津の一部）の皆さ
んが早期に下水道が使用できるよう工事
を行い、整備完了区域を拡大してきまし
た。今後、未整備区域についても計画的
に事業を進めていきますので、地域の皆
さんのご理解、ご協力をよろしくお願い
します。

◆問合せ先　上下水道課
緯６７５・２４４９

阿久津中阿久津中阿久津中

役場役場役場

郵便局郵便局郵便局

阿久津中

阿久津小

西小 上下水道事務所

アクアセンター

役場

消防署

宝積寺駅

宝
積
寺
駅

…平成30年度に工事が完了した地区

阿久津小

西小 上下水道事務所

アクアセンター

役場

消防署

阿久津中

宝積寺駅

宝
積
寺
駅

阿久津中

役場

郵便局

阿久津中

阿久津小

西小 上下水道事務所

アクアセンター

役場

消防署

宝積寺駅

阿久津小阿久津小阿久津小

西小西小西小 上下水道事務所上下水道事務所上下水道事務所

アクアセンターアクアセンターアクアセンター

役場役場役場

消防署消防署消防署

阿久津中阿久津中阿久津中

宝積寺駅

宝
積
寺
駅

宝
積
寺
駅

宝
積
寺
駅

阿久津中

役場

郵便局

阿久津中

阿久津小

西小 上下水道事務所

アクアセンター

役場

消防署

宝積寺駅

整地済み地区

整備予定地区

阿久津小

西小 上下水道事務所

アクアセンター

役場

消防署

阿久津中

宝積寺駅

宝
積
寺
駅

▲宝積寺地区公共下水道整備状況
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Information

運
動
の
楽
し
さ
を
感
じ
て
み
ま
せ
ん
か
?

保
健
セ
ン
タ
ー
の
運
動
教
室
参
加
者
募
集

◆
開
催
日
（
初
回
）

①
す
っ
き
り
ス
リ
ム
教
室
（
ス
ト
レ
ッ

チ
や
筋
ト
レ
）

　

4
月　

日
（
月
）

15

②
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
教
室

　

4
月　

日
（
火
）

16

※
5
月
以
降
の
開
催
日
は
、
3
月　

日
25

に
新
聞
折
込
み
さ
れ
た
「
保
健
事
業

計
画
の
お
知
ら
せ
」
を
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。

◆
時
間　
　

時
～

10

◆
場
所　

保
健
セ
ン
タ
ー

配
食
サ
ー
ビ
ス
を
開
始

栄
養
満
点
の
食
事
を
届
け
ま
す

　

買
い
物
や
調
理
が
困
難
な
人
や
、
栄

養
改
善
が
必
要
な
人
の
健
康
の
維
持
・

改
善
を
目
的
と
し
た
配
食
サ
ー
ビ
ス
を

開
始
し
ま
す
。

◆
対
象
者

　
　

歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し
や
高
齢
者

65
の
み
の
世
帯
で
、
次
の
①
ま
た
は
②
に

該
当
す
る
人
。

①
要
支
援
・
要
介
護
状
態
に
よ
り
自
分

で
買
い
物
や
調
理
が
困
難
で
、
食
事

に
関
す
る
支
援
が
必
要
と
認
め
ら
れ

た
人

◆
参
加
費　

1
回
1
0
0
円

◆
定
員　

各
回　

人
（
先
着
順
）

25

◆
持
参
品　

タ
オ
ル
、
飲
み
物
、
エ
ア

ロ
ビ
ク
ス
教
室
の
み
室
内
シ
ュ
ー
ズ

◆
申
込
開
始
日

　

4
月
分
の
申
込
み
は
4
月
3
日（
水
）

か
ら
で
す
。
毎
月　

日
以
降
に
翌
月
の

20

申
込
み
を
受
け
付
け
ま
す
（
両
方
の
参

加
は
で
き
ま
せ
ん
）。

◆
問
合
せ
・
申
込
み
先

　

保
健
セ
ン
タ
ー緯

6
7
5
・
4
5
5
9

新
し
い
こ
と
を
始
め
る
チ
ャ
ン
ス
!

い
き
い
き
教
室
参
加
者
募
集

　

参
加
者
の
希
望
に
合
わ
せ
て
工
作
や

運
動
、
歌
な
ど
様
々
な
こ
と
を
楽
し
め

る
教
室
で
す
。
会
場
は
3
ヶ
所
、
教
室

の
内
容
は
同
じ
で
す
。

◆
対
象　
　

歳
以
上
の
人

60

◆
期
間　

5
月
か
ら
来
年
2
月
ま
で
年

9
回
実
施

◆
時
間　
　

時
～　

時　

分

10

11

30

　
　
　
　
（
月
1
回
・
水
曜
日
）

◆
参
加
費　

無
料
（
内
容
に
よ
っ
て
材

料
費
な
ど
自
己
負
担
有
り
）

◆
場
所
・
定
員
・
初
回

①
図
書
館
中
央
館
（
図
書
館
班
）

　
　

人　

5
月　

日

40

15

②
改
善
セ
ン
タ
ー（
改
善
セ
ン
タ
ー
班
）

　
　

人　

5
月　

日

30

22

③
図
書
館
仁
井
田
分
館
（
仁
井
田
班
）

　
　

人　

5
月　

日

30

29

◆
申
込
み　

生
涯
学
習
課
、
図
書
館
3

館
で
受
付
中

◆
申
込
・
問
合
せ
先　

生
涯
学
習
課

緯
6
7
5
・
3
1
7
5

②
生
活
機
能
が
低
下
し
、
低
栄
養
状
態

の
恐
れ
が
あ
る
人
（
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス

ト
該
当
者
）

◆
利
用
回
数

　

週
3
回
ま
で

　
（
昼
食
の
み
）

◆
費
用

　

1
食
3
0
0
円

◆
申
込
み
・
問
合
せ
先

　
健
康
福
祉
課　

緯
6
7
5
・
8
1
0
5

介
護
の
こ
と
で
悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か
?

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
介
護
教
室

ら
く
ら
く
介
護
教
室

◆
日
時　

4
月　

日
（
土
）

20

　
　
　
　
　

時
～　

時　

分

10

11

30

◆
場
所　

高
根
沢
の
ぞ
み
苑

◆
テ
ー
マ

　

介
護
保
険
と
介
護
サ
ー
ビ
ス

◆
講
師　

の
ぞ
み
苑
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー

◆
申
込
み
・
問
合
せ
先

東
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
の
ぞ

み
苑
内
）　

緯
6
7
6
・
3
3
6
6

ゆ
っ
た
り
介
護
教
室
＆
交
流
会

◆
日
時　

4
月　

日
（
水
）

24

　
　
　
　
　

時
～　

時　

分

10

11

30

◆
場
所　

フ
ロ
ー
ラ
り
ん
く
る

◆
テ
ー
マ　

老
人
ホ
ー
ム
の
ホ
ン
ト
の

は
な
し
～
『
老
人
ホ
ー
ム
は
入
れ
な

い
』
は
ウ
ソ　

～
!?

◆
申
込
み
・
問
合
せ
先

　

西
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

緯
6
8
0
・
3
5
0
3
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おしらせ

◆
業
者
に
依
頼
す
る
際
は

　

屋
外
広
告
物
の
表
示
を
業
者
に
依
頼

す
る
場
合
は
、
県
に
登
録
し
て
い
る
屋

外
広
告
業
者
に
限
り
ま
す
。

◆
屋
外
広
告
物
を
設
置
し
た
ら

　

屋
外
広
告
物
を
設
置
し
た
後
は
適
正

な
管
理
が
必
要
で
す
。

　

傾
い
て
い
る
な
ど
倒
れ
る
危
険
が
あ

る
広
告
物
を
発
見
し
た
場
合
は
、
都
市

整
備
課
ま
で
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

ル
ー
ル
を
守
り
ま
し
ょ
う

屋
外
広
告
物
に
は
許
可
が
必
要
で
す

　

町
内
で
屋
外
広
告
物
を
表
示
・
掲
出

す
る
場
合
は
「
栃
木
県
屋
外
広
告
物
条

例
」
に
基
づ
き
、
事
前
に
町
へ
申
請
が

必
要
で
す
。

　

管
理
者
を
明
ら
か
に
し
、
屋
外
広
告

物
に
よ
る
事
故
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
に

も
必
ず
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

◆
屋
外
広
告
物
と
は

　

次
の
①
～
③
全
て
を
満
た
す
場
合
、

商
業
広
告
に
限
ら
ず
屋
外
広
告
物
に
該

当
し
ま
す
。

①
常
時
ま
た
は
一
定
の
期
間
継
続
し
て

表
示
さ
れ
る
も
の

②
屋
外
で
公
衆
に
表
示
さ
れ
る
も
の

③
看
板
、
立
看
板
、
張
り
紙
、
張
り
札
、

広
告
塔
、
広
告
板
、
建
物
な
ど
の
工

作
物
等
に
掲
出
・
表
示
さ
れ
た
も
の
、

ま
た
は
こ
れ
ら
に
類
す
る
も
の

※
許
可
が
必
要
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す

の
で
、
事
前
に
都
市
整
備
課
へ
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。

◆
申
請
方
法

　

屋
外
広
告
物
を
設
置
す
る
前
に
、
都

市
整
備
課
と
協
議
し
、
許
可
申
請
書
と

必
要
書
類
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

許
可
申
請
書
の
様
式
は
、
県
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

皆
さ
ん
の
声
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い

あ
な
た
が
主
役
の
ま
ち
づ
く
り
懇
談
会

◆
申
込
方
法

　

開
催
希
望
日
の
2
週
間
前
ま
で
に
申

込
書
を
総
務
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

（
郵
送
・
F
A
X
・
E
メ
ー
ル
可
能
）

　

申
込
書
は
、
総
務
課
で
配
布
し
て
い

る
ほ
か
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

◆
開
催
ま
で
の
流
れ

　

町
で
は
、
よ
り
よ
い
ま
ち
づ
く
り
の

た
め
、
町
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
意
見
や

提
案
等
を
町
政
に
反
映
し
、
と
も
に
手

を
取
り
合
っ
て
歩
み
を
進
め
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
皆
さ
ん
の
疑
問
や
提
案
、

地
域
の
課
題
・
要
望
を
教
え
て
い
た
だ

く
た
め
に
、
町
職
員
と
の
懇
談
会
を
開

催
し
ま
す
。

◆
対
象

　

町
内
に
在
住
・
在
勤
・
在
学
す
る
人

で
構
成
さ
れ
た
概
ね
5
人
以
上
の
団
体

◆
開
催
日
時

　

開
催
日
は
平
日
・
休
日
を
問
い
ま
せ

ん
。
開
催
時
間
は
、
9
時
か
ら　

時
の

21

間
の
2
時
間
以
内
で
す
。

◆
開
催
場
所

　

町
内
で
あ
れ
ば
場
所
は
問
い
ま
せ
ん
。

　

な
お
、
町
内
の
公
共
施
設
を
希
望
す

る
場
合
は
、
町
で
会
場
を
手
配
し
ま
す
。

公
共
施
設
以
外
を
希
望
す
る
場
合
は
、

申
込
者
が
手
配
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
テ
ー
マ

　

町
政
に
関
す
る
も
の
で
あ
れ
ば
、
ど

ん
な
テ
ー
マ
で
も
結
構
で
す
。

　

た
だ
し
、
苦
情
や
要
望
に
関
す
る
も

の
は
、
具
体
的
な
解
決
策
を
申
込
書
に

記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
申
請
・
問
合
せ
先　

都
市
整
備
課

　

緯
6
7
5
・
8
1
0
7

◆
申
込
み
・
問
合
せ
先

総
務
課　

緯
6
7
5
・
8
1
0
1

①総務課へ申込書を提出
申込書への記載内容：参加者、開催希望日、開催場所、

希望するテーマ、意見・提案の内容など

②日程・場所・内容等の調整、派遣職員の調整

③開催日時等の決定

④懇談会開催

革革

革革

革革
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Information

と
ち
ぎ
の
明
日
へ
こ
の
一
票

県
議
会
議
員
選
挙
の
投
票
日
は
4
月
7
日
で
す

◆
投
票
日
時　

4
月
7
日
（
日
）

　
　
　
　
　
　

7
時
～　

時
20

◆
場
所

　

投
票
所
入
場
券
に
記
載
さ
れ
て
い
る

投
票
所
で
投
票
し
て
く
だ
さ
い
。

※
太
田
投
票
所
の
変
更

　

農
業
技
術
セ
ン
タ
ー
か
ら
東
小
学
校

多
目
的
室
に
変
わ
り
ま
す
。

◆
期
日
前
投
票

・
期
間

　

3
月　

日（
土
）～
4
月
6
日（
土
）

30

・
時
間

　

8
時　

分
～　

時

30

20

・
場
所

　

役
場
第
2
庁
舎
第
4
会
議
室

◆
問
合
せ
先　

選
挙
管
理
委
員
会

　

緯
6
7
5
・
8
1
1
5

皆
が
利
用
し
や
す
い
デ
マ
ン
ド
交
通
を
目
指
し
て

「
た
ん
た
ん
号
」
の
試
験
運
行
を
実
施

　

平
成　

年
度
よ
り
運
行
を
開
始
し
た

21

デ
マ
ン
ド
交
通
「
た
ん
た
ん
号
」
は
現

在
、
年
間
4
万
人
を
超
え
る
利
用
者
が

い
ま
す
。

　

利
用
者
か
ら
の
「
待
ち
時
間
が
短
い

と
い
い
な
」
等
の
意
見
を
も
と
に
、
よ

り
ス
ム
ー
ズ
な
運
行
を
目
指
し
て
、
次

の
と
お
り
試
験
運
行
を
実
施
し
ま
す
。

◆
実
施
内
容

・
期
間　
4
月
1
日（
月
）～　

月　

日（
火
）

12

31

・
時
間　

9
時
～　

時
14

・
実
施
方
法

　

混
雑
時
（
午
前
中
）
に
運
行
車
両
を

1
台
増
や
す
こ
と
に
よ
り
、
待
ち
時

間
等
の
軽
減
を
試
験
し
ま
す
。

◆
問
合
せ
先　

地
域
安
全
課

　

緯
6
7
5
・
8
1
1
0

悪
質
商
法

騙
だ まだ ま

!!

さ
れ
な
い
で

一
人
で
悩
ま
ず
、
相
談
く
だ
さ
い
！

◆
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー（
産
業
課
内
）

緯
6
7
5
・
3
0
0
0

相
談
時
間　

9
時
～　

時
（
土
日

16

祝
日
、
年
末
年
始
を
除
く
）

◆
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
緯
1
8
8

　

平
成　

年
度
の
消
費
者
白
書
に
よ

29

る
と
、「
オ
レ
オ
レ
詐
欺
の
被
害
は
、

6
埀6
4
7
件
で
1
6
4
億
円
」「
架

空
請
求
被
害
は
、
4
埀6
4
3
件
で

1
0
0
億
円
」「
還
付
金
詐
欺
は
、2
埀

7
5
8
件
で　

億
円
」
と
依
然
と
し

32

て
増
加
傾
向
が
続
い
て
い
ま
す
。

【
オ
レ
オ
レ
詐
欺
】

手
口
：
電
話
帳
、
高
校
卒
業
名
簿
、

社
員
名
簿
な
ど
に
電
話
番
号
の
記
載

が
あ
る
家
庭
に
「
息
子
」
や
「
孫
」

を
装
い
電
話
を
か
け
て
き
ま
す
。

　
「
携
帯
電
話
を
な
く
し
、
番
号
が

変
わ
っ
た
」「
か
ぜ
を
ひ
い
て
い
る
の

で
声
が
お
か
し
い
」
な
ど
と
あ
ら
か

じ
め
電
話
を
か
け
て
き
ま
す
。
そ
の

後
「
会
社
の
金
を
使
い
込
ん
で
お
金

が
必
要
に
な
っ
た
」「
女
性
を
妊
娠
さ

せ
裁
判
に
な
り
金
が
必
要
に
な
っ

た
」「
借
金
の
保
証
人
に
な
っ
て
い

る
」
な
ど
と
、
い
ろ
い
ろ
な
理
由
を

言
っ
て
き
ま
す
。

対
策
：
電
話
が
あ
っ
て
も
慌
て
ず
に
、

ま
ず
家
族
に
確
認
を
と
り
ま
し
ょ
う
。

振
り
込
め
詐
欺
に
注
意
!

【
架
空
請
求
】

手
口
：
は
が
き
で「
消
費
料
金
云
々
」

「
期
日
ま
で
に
連
絡
し
な
い
と
訴
訟

を
起
こ
す
」、
メ
ー
ル
で
「
未
納
料
金

が
あ
る
」「
解
約
料
が
払
わ
れ
て
い
な

い
」
な
ど
不
安
を
あ
お
り
根
拠
の
な

い
請
求
が
き
ま
す
。

対
策
：
身
に
覚
え
の
な
い
も
の
は
、

返
事
を
せ
ず
無
視
し
ま
し
ょ
う
。

　
「
自
分
だ
け
は
騙
さ
れ
る
こ
と
は

な
い
」
と
思
っ
て
い
て
も
直
面
す
る

と
慌
て
て
し
ま
う
も
の
で
す
。
業
者

は
、
電
話
や
訪
問
で
「
3
分
以
上
話

を
す
る
と
脈
あ
り
客
」
と
み
な
し
て

し
つ
こ
く
勧
誘
し
ま
す
。
知
ら
な
い

人
と
の
電
話
対
応
に
は
、
注
意
し
て

身
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

　

不
安
に
思
っ
た
ら
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
に
、
脅
迫
め
い
た
言
動
が
あ
っ

た
ら
警
察
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。
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今月の納期限

今月の口座振替

施設の略称・問合せ先
役場 ☎675-8100

改善センター ☎675-3175

保健センター ☎675-4559

福祉センター ☎675-4777

町民広場 ☎675-3175

町民ホール ☎675-3175

トレーニングセンター ☎675-3175

歴史民俗資料館 ☎675-7117

水道料金センター ☎675-5600

図書館中央館 ☎675-6531

図書館仁井田分館 ☎676-3155

図書館上高根沢分館 ☎680-1770

宝積寺タウンセンター ☎675-0984

児童館みんなのひろば ☎680-1311

児童館きのこのもり ☎675-2150

れんげそう ☎676-1955

元気あっぷむら ☎676-1126

ちょっ蔵広場 ☎675-0004

エコ・ハウスたかねざわ  ☎680-2080

改

福

町

ホ

ト

民

水

タ

み

き

れ

工

ち

防災行政無線フリーダイヤル

でかくにん

ぼうさい      きんきゅう み    み

0120・43・9933
…健康 …役所 …図書館 …元気あっぷむら …休日当番医…学校文

★月・金曜日は窓口業務（住民課、税務課、健康福祉課）を 19時 15分まで行っています。
　（転出入の届出受付など一部取扱いできない業務もあります。）
★金曜日は、「高根沢町水道料金センター」の窓口業務を19時15分まで行っています。
★休日当番医を受診する場合は、事前に電話で連絡してください。

●4月 26日（金）
　水道料金（東部・南部・北部地区）
　下水道使用料（仁井田処理区）
　農業集落排水施設使用料
　保育料（4月分）
　学校給食費（4月分）

●5月 7日（火）
　固定資産税（1期）

木 金 土

4

11

18

25

5

12

19

26

6

1313

2020

2727

6

13

20

27

仁

元

窓口延長業務（19：15まで）

保

窓口延長業務（19：15まで）
総合相談 10：00～14：00
3歳児健診
（対象H28．3月生まれ）

受付13：00～13：30

Niko♥Niko カフェ（要申込）
（対象：妊娠中の方）

受付13：15～13：30 保

保

図

保

保

役

図

おはなし会 15：00～15：30 

おはなし会 11：00～11：30 

上

仁

図

おはなし会 11：00～11：30 図

図

窓口延長業務（19：15まで）

保

遊びの教室『ぴょんぴょん広場』
（対象：1歳未満児）

受付9：45～10：00

役 水

役 水

役 水

保

役 水

心配ごと相談 10：00～14：00

月

家庭用苗木配付会12：00～
     おはなし会 15：00～15：30

窓口延長業務（19：15まで）
4か月児健診
（対象H30．12月生まれ）

受付13：00～13：30

※エコ・ハウスたかねざわ（資源回収ステーション）は4月30日（火）から5月2日（木）
までお休みです。

通常どおりごみの収集を行います
ゴールデンウィーク期間中も

ソラシタ夜市16：00～20：00
育児相談（要申込）

受付9：00～10：30
栄養相談（要申込）

受付13：30～

ち

仁

◆今月のごみ収集日
ペットボトル古紙カン・ガラス・

不燃物資源びん燃えるごみ収集地区

 8日（月）22日（月）15日（月） 1日（月）水・土宝積寺（西町・中台・宝上・宝中・宝下・石神・さぎのや）①

16日（火） 2日（火）23日（火） 9日（火）月・木光陽台（宝積寺の一部を含む）・宝石台②

10日（水）24日（水）17日（水） 3日（水）水・土上高（南部・中部・東部・台の原・西根・金井）・栗ヶ島・
寺渡戸・中郷・太田・上太田③

10日（水）24日（水）17日（水） 3日（水）月・木桑窪・上柏崎・中柏崎・下柏崎・亀梨・大谷・上阿久津・
中阿久津・柳林・籠関・赤堀・笹原・向原・石末宿④

 4日（木）18日（木）11日（木）25日（木）火・金宝積寺（東町北区・東町南区・東町中区）・
フローラルアベニュー・石末（天神坂・石末原）⑤

26日（金）12日（金） 5日（金）19日（金）月・木仁井田・東高谷・花岡・西高谷・飯室・文挾・伏久⑥

◆問合せ先　環境課　☎６７５・８１０９
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30日（火）の
診療医療機関

7

14

21

28

し の ーらく ダンレカ
日 月 火 水

2

9

16

23

30

3

10

17

24

6

13

20

27

高根沢中央病院［光陽台］
☎675-1133

おはなし会 15：00～15：30

阿久津医院［大谷］☎675-2511 光陽台診療所［光陽台］
☎675-3388

町立小中学校始業式
窓口延長業務（19：15まで）

休館 改 ホ ト 民 工図 仁 上

改 ホ ト 民 工図 仁 上休館

役

窓口延長業務（19：15まで）役

改 ホ ト 民 工図 仁 上休館
窓口延長業務（19：15まで）
すっきりスリム教室（要申込）

受付9：50～10：00

役

深澤クリニック［平田］
☎676-0671

おはなし会 11：00～11：30

中津川循環器科内科クリニック［宝積寺］
☎675-7521

県議会議員選挙 7：00～20：00
菅又病院［花岡］　☎676-0311

昭和の日 国民の休日

保

ばぶばぶおはなし会
10：30～10：50

月月4
改 ホ ト 民 工図 仁 上休館

窓口延長業務（19：15まで）役

保

保

保

1

8

15

22

29

町のうごき
平成31年3月1日現在

（住民基本台帳より）

世帯数
人　口

男）内（ 
       女

世帯
人
人
人

12,361
29,710
15,535
14,175

前月比
－35
－39
－28
－11

上

図

1歳6か月児健診
（対象H29．9月生まれ）

受付13：00～13：30

図

図コンビニ交付停止
10か月児健診
（対象H30．6月生まれ）

受付13：00～13：30

町立中学校入学式
こども相談（要申込）9：30～

改 ホ ト休館 改 ホ ト休館

元休館

元休館

○菅又病院………通常診療
○倉持整形外科宝積寺
　…………………通常診療
○まなか医院……午前のみ

エアロビクス教室（要申込）
受付 9：50～10：00

2歳児歯科健診
（対象H29．3月生まれ）

受付13：00～13：30

保

保

文 文

保

町立小学校入学式
離乳食教室
（対象H30．9月生まれ）
（要申込）受付 9：45～10：00
おはなし玉手箱

10：00～12：00

文

工

◆生涯学習関連施設の使用抽選
10月分町民ホール
7月分町民広場スポーツ施設・石末運動場・武道館
6月分仁井田体育館

5月分
情報の森テニスコート
学校体育施設（夜間）
キリン体育館・運動場

4月15日（月）～19日（金）◆抽選申込期間
4月20日（土）◆自動抽選日
生涯学習課　☎６７５・３１９９◆問 合 せ 先
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おしらせ

　次に該当する人は住民課での
手続きが必要です。新生活が始
まる春は特に気をつけましょう。
◆退職等で社会保険を抜けた人
→国民健康保険に加入する手続き
◆就職等で社会保険に加入した人
→国民健康保険を抜ける手続き
※国民年金の種別変更手続きも
一緒にできます。

75歳以上の人の保険証
　75歳の誕生日から後期高齢者
医療制度の保険証になります。
初回の保険証は、誕生日の前月
末ごろ郵送します（手続不要、
有効期限は毎年　月31日まで）。7
◆問合せ先　住民課保険年金係
　緯６７５・８１４１　

保険証等の手続きは
済んでいますか?

案
内

コンビニ交付サービス
の一時停止

案
内

　町内在住で「健康維持や生き
がいのために働きたい」という
60歳以上の人へ仕事を紹介して
います。あなたの知識と経験を
活かしてみませんか?
入会説明会（申込不要）
◆日時　　月　日（水）、11日（木）4 3
　　　　14時～
◆場所　改善センター
※参加できない場合は直接連絡
してください

シルバー人材センター
会員募集中！

募
集

ビジネスマッチング
サイト「たかBiz」

案
内

　商工会では、企業間取引の促
進を目的にビジネスマッチング
サイト「たかBiz」を新たに開
設しました。商工会の加入・未
加入を問わず、誰でもユーザー
登録できます。利用料は無料、
ぜひご登録ください。
◆「たかBiz」ホームページ
　https://www.takabiz.jp/
◆問合せ先　町商工会
　緯６７５・０３３７

　　月23日（火）は、改元によ4
るシステム改修のため、コンビ
ニ交付サービスが利用できませ
ん。ご理解とご協力をお願いし
ます。
◆問合せ先　住民課
　緯６７５・８１００

　自分の土地や家屋の評価額と
他の評価額を比較し、評価額が
適正かどうか確認することがで
きます。
◆期間　　月　日（火）まで5 7
　　　　（開庁日のみ）
◆時間　　時30分～17時15分8
◆縦覧する書類
・土地価格等縦覧帳簿
・家屋価格等縦覧帳簿
◆縦覧できる人
・納税者
・納税者と同世帯の親族
・納税管理人
・納税者の代理人
　（委任状が必要です。）
◆持ち物
・印鑑（認印）
・納税通知書または課税明細書
※納税通知書等がない場合は、
運転免許証等による本人確認
と口頭質問（所有資産の所在
等）を行います。

◆問合せ先　税務課
　緯６７５・８１０３

固定資産税にかかる価格
の縦覧を実施します

案
内

◆問合せ先
　シルバー人材センター
　緯６７６・００９９

胡麻栽培説明会を
開催します

案
内

　貴重な国産胡麻の栽培につい
て農業者向けの説明会を開催し
ます。興味がある人はぜひお越
しください。
◆日時　4月20日（土）
　　　　13時30分集合
◆集合場所　桑窪公民館
◆問合せ先　高根沢胡麻生産
　組合代表　齋藤勇次
　緯６７６・２０７７

広報紙のとじ穴を
廃止します

案
内

　これまで、広報たかねざわに
　ヶ所のとじ穴を開けていまし2
たが、　 月号から廃止します。5
裏表紙に三角形の印▲を印字し
ますので、穴を開ける目安とし
てご活用ください。
◆問合せ先　企画課
　緯６７５・８１０２

　家族構成や就業状況など国民
生活の実態を知り、国の様々な
取組みの基礎資料とするため、
国民生活基礎調査を実施します。
県が委嘱した調査員が該当の世
帯を訪問しますので、ご協力を
お願いします。
◆実施時期　　月～　月4 7
◆対象地区　宝積寺の一部、
　　　　　　石末の一部
◆問合せ先　県北健康福祉センター
　緯０２８７・２２・２２５７

国民生活基礎調査を
実施します

案
内

　平成31年度の健康保険料率は
　.92％のまま据え置き、介護保9
険料率は　.73％へ引き上げにな1
ります。変更時期は平成31年　4
月納付分からです。詳しくは、
協会けんぽホームページを確認
してください。
◆問合せ先　協会けんぽ栃木支部
　緯６１６・１６９１

「協会けんぽ」の保険料率
をお知らせします

案
内
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Information

情報の森さくらフェスタ催
し

里山文化講座
　草木染めの基本講座と色見本
を作成します（会員　人以上で5
開講します）。
◆期間　　年間（年　回）1 6
※原則第　火曜日に開催、初回3
は　月21日（火）5
◆時間　　時30分～12時30分9
◆講師　佐々木和也氏
◆年会費　6,000円
※材料費は別途

エコ・ハウスたかねざわで
楽しく学んでみませんか?

募
集

　情報の森の企業が主催する楽
しいお花見イベントです。ぜひ
遊びに来てください。
◆日時　　月　日（土）4 6
　　　　10時～14時（少雨決行）
◆場所　情報の森とちぎ
◆内容　模擬店、フリーマー
ケット、〇×クイズ、動物ふ
れあい、ミニ四駆大会（参加
受付終了）、車両展示、スポー
ツ自転車試乗会など

◆問合せ先　エコ・ハウスたか
ねざわ　緯６８０・２０８０
家庭用苗木配付会
　さくらフェスタ会場で苗木の
配付会を実施します。当日は緑
の募金も受け付けますので、ご
協力をお願いします。
◆配布時間　12時～
◆配布苗　ブルーベリー
◆本数　150本
◆問合せ先　産業課
　緯６７５・８１０４

ソラシタ夜市催
し

　乳牛の共進会に併せ様々なイ
ベントを開催、多数の模擬店も
出店します。
◆日時　　月　日（土）4 6
　　　　10時～14時30分
※悪天候の場合は翌日に順延
◆場所　酪農とちぎふれあい牧場
◆内容　バター手作り体験、完
熟堆肥無料配布、綿あめ・
ポップコーンの無料配布など

第18回酪農まつり催
し

　15回目を迎える青空市場「た
かねざわマルシェ」。今回もお
いしいお店が大集合!ゆったり
と春マルシェを楽しんでみませ
んか?
◆日時　　月　日（日）4 7
　　　　10時～15時
◆場所　高齢者介護施設　宝夢
◆内容　料理や雑貨の販売や
ワークショップなど

たかねざわマルシェ
Vol.15

催
し

　中学生が「赤ちゃんを抱っこ」
する体験を一緒にお手伝いして
みませんか?
◆日にち・場所
・北高根沢中
　　月12日（水）、19日（水）、6
26日（水）
・阿久津中
　　月　日（木）、11日（木）、7 4
　18日（木）
◆対象親子　参加当日に生後
　ヶ月から12ヶ月の赤ちゃ2
んと保護者

※お手伝いしてくれるボラン
ティアも募集中です。
◆申込み・問合せ先
　児童館みんなのひろば
　緯６８０・１３１１
　児童館きのこのもり
　緯６７５・２１５０

中学生と赤ちゃんの
ふれあい交流事業

募
集

◆問合せ先
　酪農とちぎ農業協同組合
　緯６６０・２２１１

◆問合せ先
　高齢者介護施設　宝夢
　緯６６６・５６６６

　クリエイターズ・デパートメ
ントのお店が夜もオープンする
ほか、町内外からもおいしい料
理の人気店がやって来ます！平
日の夜は駅前でのんびりと過ご
しませんか？
◆日時　　月25日（木）、4
　　　　　月30日（木）5
◆時間　16時～20時
◆場所　クリエイターズ・デ
パートメント（宝積寺駅東口）

◆その他　役場駐車場を一部開
放しますが、電車の利用にご
協力ください。

◆問合せ先
　移住・定住・創業支援センター
　緯６１２・５７７１

◆申込み・問合せ先
　エコ・ハウスたかねざわ
　緯６８０・２０８０
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矢板市
やいた軽トラ市を開催します
◆日時　　月12日（日）5
　　　　10時～15時
◆場所　矢板駅東口・東通り
◆駐車場　矢板東小学校
※　時～16時の間、交通規制が9
あります。

◆問合せ先　矢板市商工観光課
　緯０２８７・４３・６２１１
さくら市
道の駅きつれがわリニューアル
オープン　周年記念感謝祭2
　日頃の感謝を込めて、周年祭
を行います。大正浪漫を意識し
た着物体験やアーティストによ
るライブなどを開催し、限定メ
ニューや感謝祭特価の商品でお
待ちしています。
◆期間　　月19日（金）4
　　　～　月　日（月・振休）5 6
◆場所・問合先
　道の駅きつれがわ
　緯６８６・８１８０
塩谷町
道の駅「湧水の郷しおや」
GWイベント
　今年もふわふわ遊具を無料開
放します。
◆期間　　月26日（金）4
　　　～　月12日（日）5
◆時間　　時～16時9
◆問合せ先
　道の駅「湧水の郷しおや」
　緯０２８７・４１・６１０１

塩谷広域おすすめ情報催
し

◆日時　　月　日（木）4 4
　　　　10時～14時
◆場所　図書館中央館
◆相談員　副所長　安藤泰行、
　　　　　水沼喜代子
◆問合せ先　社会福祉協議会　
　緯６７５・４７７７

心配ごと相談相
談

Information おしらせ

寄付をいただきました報
告

第12回GasOneCup学童軟式
野球県予選大会町予選会
優　勝　阿久津スポーツ
準優勝　高根沢西スポーツ
※優勝した阿久津スポーツは　5
月　日から開催される県予選3
会に出場します。
第14回県カローリング大会2018
優　勝　元気UP-Bチーム
（鈴木ミチ子、富岡輝雄、
　塚田光男）
　　位　元気UP-Dチーム3
（進藤弘子、掃部喜美雄、
　土谷洋一）

スポーツ結果報
告

　さくら地区交通安全協会より
今年度町内小学校に入学する新
　年生に、ランドセルカバー1
240枚が寄贈されました。

寄贈していただきました報
告

たかねざわ愛の基金（敬称略）
◆県レーザーカラオケ協会
平成30年度レーザーカラオケ
決勝大会の益金を寄付

107,372円
◆高根沢町図書館 431円
◆匿名 4,192円
　　月28日現在合計額2

　128,481,579円
フードバンク（敬称略）
◆匿名　人　調味料、インスタ2
ント・レトルト食品、缶詰、
飲料など　69点31.　㎏2
◆問合せ先　フードバンクたか
ねざわ（社会福祉協議会内）
　緯６７５・４７７７

　不登校などの悩みを相談して
みませんか？
◆日時　　月17日（水）4
　10時～12時、13時～15時
◆場所　改善センター
◆定員　　人（要申込）4
◆対象者　小中学生の保護者
◆申込み・問合せ先
　健康福祉課
　緯６７５・８１０５

不登校・ひきこもり相談相
談

◆日時　　月19日（金）4
　　　　10時～14時
◆場所　図書館中央館
人権相談
◆相談員
　人権擁護委員　吉澤政夫
◆問合せ先　健康福祉課
　緯６７５・８１０５
行政相談
◆相談員
　行政相談委員　鈴木伍郎
◆問合せ先　総務課
　緯６７５・８１０１
心配ごと相談
◆相談員　所長　大野　稔、
　　　　　　　　齋藤次央
◆問合せ先　社会福祉協議会
　緯６７５・４７７７

総合相談相
談
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　今年は中学生273人、小学生248人が新たな希望
を胸に小・中学校を卒業しました。
　　月　日の阿久津中の卒業式では、 野  中 

の なか

 亮 
りょう

 一 校
いち

3 8
長が「精一杯生きることが、皆さんの感謝の気持
ちを周囲の人に伝えること」と話し、「未来に向
かって精一杯頑張ってください」と挨拶しました。
また、卒業生代表として登壇した 亀  卦  川 

き け がわ

 翔 
しょう

 太 さん
た

と 堀  米  十  愛 さんは、「素晴らしい出会いと青春を
ほり ごめ と あ

くれた阿久津中学校」と述べ、　 年間の思い出と3

新たな希望を胸に　町内の小・中学校で卒業式

タウントピックス

共に感謝の言葉を伝えました。そして、最後は全
校生徒で『大地讃頌』を合唱し、学び舎に別れを
告げました。
　また、　 月19日に行われた東小の卒業式では、3
卒業証書を受け取った一人ひとりが、　 年間頑6
張ったことや中学校での目標、将来の夢などを壇
上で堂々と発表しました。 永  井  弘  美 校長は、「失

なが い ひろ み

敗と成長は表裏一体。失敗しても次はどうするか
考えることが大切」と卒業生を激励しました。

　阿久津中女子ソフトボール部の 増  渕  安  月 さんと
ます ぶち あ づき

HOKUTO．SBCの選手が　月　日、表敬訪問3 6
で役場を訪れました。
　増渕さんは昨年11月に「日台ジュニア交流事業」
の14歳以下を対象にした選考会に参加、県内でた
だ一人日本代表選手に選ばれました。台湾代表と
の交流試合ではピッチャーとして出場し、打者を
三者凡退に抑えるなどチームの勝利に貢献しまし
た。増渕さんは「今回の経験を活かし、将来は実

ソフトボールで活躍する小・中学生を紹介します
業団に入って世界で活躍したい。」と話していまし
た。
　HOKUTO．SBCは県予選大会で優勝し、　3
月29日から31日にかけて岐阜県で行われた第12回
春季全日本小学生女子ソフトボール大会に出場し
ました。チームには町内外の小学生12人が在籍し
ています。ピッチャーを務める上高根沢小の 小  堀 

こ ぼり

 愛  実 さんは「チームの役に立てるよう頑張りた
あ み

い。」と意気込みを話していました。
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Town Topics

　　月　日、改善センターで「お互いさまだんべ3 2
〜」の助け合いシンポジウムが開催され、約80人
が参加しました。
　基調講演では、講師の高崎市生活支援コーディ
ネーター・ 目  崎  千  恵  子 さんが「生活支援協議体を

め さき さき え こ

つくる過程が住民の支え合いそのもの」と話しま
した。講演会後は、町コーディネーターと参加者
で町の取組みに関する意見交換を行い、地域の課
題を共有しました。

助け合いシンポジウム
　児童館みんなのひろばでは、子どもたちが地産
地消を学ぶ「GoFunプロジェクト」を実施して
います。　 月23日には「こどもカフェ」をテーマ2
にしたふりかえりの会が開催され、参加した保護
者や地域の人へ、子どもたちが育てた野菜のお菓
子がふるまわれました。
　阿久津小　年の 前  原  怜  奈 さんは、「たくさんの

まえ はら れ な

6
経験ができ、知らなかった野菜の成長を知ること
もできた。」とプロジェクトをふりかえりました。

こどもカフェを開店！

　　月17日、駅の前のマーケットとのぶおの音楽3
祭が宝積寺駅東口で開催され、約4,000人が訪れま
した。駅の前のマーケットは今回で12回目の開催
になります。
　会場には町内外から約50店舗が集まり、自慢の
料理や雑貨等を販売、店主と来場者が会話を楽し
む様子が見られました。
　また、町女性消防団のブースも設けられ、AED
や応急救護を家族で体験していました。

宝積寺駅東口が賑わう
　町PTA連絡協議会は、インターネット環境の急
速な普及を受け、情報モラル教育に関するチラシ
を作成しました。 平  山  浩  之 会長は「チラシをきっか

ひら やま ひろ ゆき

けに、親子や友だちとの会話やふれあいを大切に
してもらえたら」と話していました。チラシは　4
月中旬に小・中学生がいる家庭に配布されます。
　また、　 月13日には「情報モラル教育の拡充」3
とあわせ、「学校における救命救急等に関した授
業」を求める意見書を町に提出しました。

町P連が情報モラル啓発のチラシを作成
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本

図
書
館
コ
ー
ナ
ー

4
月
の
展
示

「
昭
和
と
平
成
を
ふ
り
返
っ
て
み
よ
う
」

　

昭
和
と
平
成
で
約
百
年
。
新
し
い
元

号
を
迎
え
る
前
に
、
ど
ん
な
こ
と
が

あ
っ
た
か
、
ふ
り
返
っ
て
み
ま
せ
ん
か
?

本
を
通
し
て
、
あ
の
頃
の
懐
か
し
さ
を

感
じ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

◆
開
館
時
間

　

中
央
館　

9
時
～　

時
19

　

仁
井
田
・
上
高
根
沢
分
館

　
　
　
　
　

9
時
～　

時
18

◆
休
館
日

　

月
曜
日
（
祝
日
の
場
合
は
開
館
）、

　

年
末
年
始
、
特
別
整
理
日

◆
問
合
せ
先

　

中
央
館　
　

緯
6
7
5
・
6
5
3
1

　
仁
井
田
分
館　

緯
6
7
6
・
3
1
5
5

　
上
高
根
沢
分
館　

緯
6
8
0
・
1
7
7
0

♪
今
月
の
イ
ベ
ン
ト
♪

フ
ァ
ー
ス
ト
サ
イ
ン
教
室

◆
日
時　

2
日
（
火
）　

時
～　

時

10

11

◆
対
象　

乳
幼
児
親
子

◆
定
員　
　

組
（
先
着
順
）

10

お
は
な
し
か
い

◆
中
央
館

・
日
時　
　

日
（
土
）・　

日
（
日
）・

13

21

　
　
　
　
　

日
（
土
）

27

　
　
　
　
　

時
～　

時　

分

11

11

30

◆
仁
井
田
分
館

・
日
時　

6
日
（
土
）・　

日
（
土
）

20

　
　
　
　
　

時
～　

時　

分

15

15

30

◆
上
高
根
沢
分
館

・
日
時　
　

日
（
日
）

14

　
　
　
　
　

時
～　

時　

分

15

15

30

統
計
で
ふ
り
か
え
る
平
成
日
本
の　

年
30

《
双
葉
社
》

　

時
代
を
表
す
統
計
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

し
て
、
平
成
の　

年
で
日
本
が
ど
う
変

30

わ
っ
た
か
を
ふ
り
返
り
ま
す
。

　

身
近
な
も
の
を
く
ら
べ
れ
ば
時
代
の

変
化
が
見
え
て
く
る
。「
昭
和
」
と
「
平

成
」
の
変
化
を
写
真
と
解
説
で
紹
介
し

ま
す
。

く
ら
べ
る
時
代

《
お
か
べ
た
か
し
／
文　

山
出
高
士
／

写
真　

東
京
書
籍
》

おしらせ

◆
開
館
時
間
（
臨
時
休
館
除
く
）

　

9
時
～　

時
17

◆
休
館
日

　

土
日
祝
日
、
年
末
年
始

◆
申
込
み
・
問
合
せ
先

　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
れ
ん
げ
そ
う

緯
6
7
6
・
1
9
5
5

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー　

れ
ん
げ
そ
う

　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
れ
ん
げ

そ
う
は
、
子
育
て
世
代
の
交
流
の

場
で
す
。
初
め
て
利
用
す
る
人
で

も
、
ス
タ
ッ
フ
が
優
し
く
サ
ポ
ー

ト
し
ま
す
。

　

ま
た
、
お
子
さ
ん
が
楽
し
め
る

遊
具
も
あ
る
の
で
、
好
き
な
時
間

に
来
て
自
由
に
遊
ぶ
こ
と
も
で
き

ま
す
。
施
設
内
は
十
分
な
広
さ
が

あ
る
の
で
、
雨
の
日
で
も
楽
し
め

ま
す
。

　

保
育
士
が
常
時
い
ま
す
の
で
、

安
心
し
て
遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
。

毎
日
開
催

 

れ
ん
げ
タ
イ
ム

◆
時
間　
　

時
～
・　

時
～

11

15

◆
内
容

　

季
節
の
歌
、
手
遊
び
、
ふ
れ
あ

い
遊
び
、
読
み
聞
か
せ
な
ど

 

園
庭
開
放

　

保
育
園
の
園
庭
を
開
放
し
て
い

ま
す
。
受
付
を
済
ま
せ
て
か
ら
利

用
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
時
間

　

9
時
～　

時
、　

時
～　

時

12

15

17

今
月
の
イ
ベ
ン
ト

 

て
ん
と
う
む
し
ク
ラ
ブ

◆
日
時

　
　

日
（
木
）
9
時　

分
～

18

30

◆
内
容　

子
育
て
相
談

◆
申
込
み　
申
込
受
付
中（
電
話
可
）

 

楽
し
い
製
作

◆
日
時　
　

日
（
水
）　

時
～

24

10

◆
内
容　
こ
い
の
ぼ
り
を
つ
く
ろ
う

◆
定
員　
　

組
15

◆
申
込
み

　
　

日
（
水
）
～
来
館
受
付

10
今
月
の
臨
時
休
館
・
閉
館

1
日
（
月
）　

午
前
中

4
日
（
木
）　　

時
閉
館

16

5
日
（
金
）　

終
日

　

日
（
木
）　

午
前
中

18

頑
張
っ
て
い
る
ア
ナ
タ
を

応
援
し
ま
す
!
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催し

歴
史
民
俗
資
料
館

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
対
象

◆
入
館
料

　

無
料

◆
開
館
時
間

　

9
時
～　

時
17

◆
休
館
日

　

月
曜
日
、（　

日
は
開
館
）

29

◆
申
込
み
・
問
合
せ
先

　

歴
史
民
俗
資
料
館

緯
6
7
5
・
7
1
1
7

　

5
月
5
日
は
端
午
の
節
句
と
こ
ど

も
の
日
。
G
W　

連
休
は
、
大
き
な

10

こ
い
の
ぼ
り
を
く
ぐ
っ
て
、
工
作
を

し
て
楽
し
も
う
!

◆
期
間　

4
月　

日
（
土
）

27

　
　
　
　

～
5
月
6
日
（
月
・
振
休
）

①
五
月
人
形
・
こ
い
の
ぼ
り
展
示

　

大
き
な
こ
い
の
ぼ
り
を
く
ぐ
っ
て

み
よ
う
!

②
こ
い
の
ぼ
り
ク
ラ
フ
ト

　

こ
い
の
ぼ
り
や
か
ぶ
と
の
ス
ト

ラ
ッ
プ
作
り
や
工
作
を
楽
し
も
う
!

企
画
展
「
K
O
I
N
O
B
O
R
I
」

③
縄
文
道
場
ま
が
玉
作
り

　

石
を
け
ず
っ
て
ペ
ン
ダ
ン
ト
を
作

ろ
う
!
（
参
加
費
1
個
2
0
0
円
）

※
申
込
不
要
。
開
館
中
に
ス
タ
ッ
フ

に
声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
。

た
だ
い
ま 
曝 ばく 
書 
中

し
ょ

　

4
月
か
ら
5
月
の
天
気
と
風
通
し

が
良
い
日
に
、
本
屋
で
所
蔵
資
料
を

虫
干
し
し
ま
す
。
普
段
は
展
示
し
て

い
な
い
資
料
を
見
る
チ
ャ
ン
ス
で
す
。

企
画
展
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

　

4
月
か
ら
3
月
ま
で
の
企
画
展
で

「
企
画
展
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
」を
実
施

し
ま
す
。
ス
タ
ン
プ
の
数
に
応
じ
て
、

オ
リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ
を
差
し
上
げ
ま

す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
「
い
つ
ま
で
も
守
り
続
け
た
い
日

本
の
自
然
」
を
テ
ー
マ
に　

回
目
を

35

迎
え
た
コ
ン
テ
ス
ト
。
自
然
が
見
せ

る
一
瞬
を
と
ら
え
た
作
品
展
で
す
。

企
画
展
「
日
本
の
自
然
」
写
真
コ

ン
テ
ス
ト
入
賞
作
品
展

Information

宝
積
寺
（ 
会  
橋  
久  
保 
）
に

か
い 
ば
し 

く 

ぼ

　
　
　

あ
っ
た
経
塚
と
経
石

　

平
成　

年
2
月
か
ら
3
月
に
か
け
て

29

発
掘
調
査
が
実
施
さ
れ
た
宝
積
寺
（
会

橋
久
保
）
の
経
塚
（
※
）
の
発
掘
調
査

報
告
書
が
今
年
3
月
に
刊
行
さ
れ
ま
し

た
。
今
回
は
調
査
の
概
要
と
成
果
の
一

部
を
紹
介
し
ま
す
。

　

経
塚
の
発
掘
調
査
の
結
果
、
固
く

盛
っ
た
塚
の
下
か
ら
東
西
1
m　

㎝
、

38

南
北
1
m　

㎝
、
高
さ
約　

㎝
の
ピ
ラ

69

35

ミ
ッ
ド
状
に
積
み
上
げ
ら
れ
た
、
多
数

の
川
原
石
を
確
認
し
ま
し
た
。
川
原
石

は
総
数
で
2
埀
0
6
3
個
見
つ
か
り
ま

し
た
。
大
半
が
手
の
ひ
ら
大
の
平
ら
な

石
で
、
ほ
ぼ
全
て
の
石
の
表
裏
に
法
華

経
が
墨
で
書
写
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
経
塚
は【
1
】い
つ
頃
、【
2
】だ

れ
が
、【
3
】
ど
の
よ
う
な
目
的
で
造
っ

た
の
で
し
ょ
う
。
こ
れ
ら
の
問
い
に
は

塚
の
上
に
あ
っ
た
石
碑
の
碑
文
が
答
え

て
く
れ
ま
す
。

　
【
1
】の
時
期
に
つ
い
て
は
寛
政
5
年

（
1
7
9
3
年
）
3
月
。【
2
】
こ
の
塚

を
造
っ
た
人
と
し
て
宝
積
寺
村
の
念
仏

講
の
人
々
と
施
主
の
加
藤
氏
。【
3
】築

造
の
目
的
は
念
仏
供
養
と
法
華
経
の
書

写
供
養
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

つ
ま
り
宝
積
寺
村
の
念
仏
講
に
加
藤
氏

文
化
財
嘱
託
員　

石
橋
知
明

が
関
わ
り
、
書
写
事
業
の
施
主
と
な
っ

て
法
華
経
を
川
原
石
に
書
写
し
、
念
仏

講
の
人
々
が
奉
納
し
た
こ
と
に
な
り
ま

す
。
塚
の
下
か
ら
出
土
し
た
2
埀
0
6

3
個
の
う
ち
1
埀
9
0
8
個
（
約　
92

パ
ー
セ
ン
ト
）
に
つ
い
て
法
華
経
の
ど

の
部
分
が
書
写
さ
れ
て
い
る
か
確
認
す

る
こ
と
が
で
き
、
法
華
経
の
書
写
供
養

が
実
際
に
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か

り
ま
し
た
。

　

出
土
し
た
経
石
や
調
査
結
果
に
つ
い

て
、
今
年
9
月
に
特
別
展
示
の
予
定
で

す
。

※
経
塚
と
は

仏
教
の
経
典
を
後
世
に
残
し
、
ま
た

極
楽
往
生
・
現
世
利
益
を
願
っ
て
経

典
・
経
筒
・
経
石
な
ど
を
埋
め
た
塚
。

歴史民俗
資料館
コラム

▲

塚
の
上
に
あ
っ
た
石
碑
。
中
央
に
は「
奉

 
書  
寫 
法
華
供
養
塔
」
と
刻
ま
れ
て
い
る
。

し
ょ 
し
ゃ

◆
期
間　

　

4
月
5
日（
金
）～　

日（
日
）

21
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町
民
体
育
祭
に
代
わ
る
新
た
な
ス

ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
誰
も
が
参

加
し
や
す
い
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
「
た

か
ね
ざ
わ
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
タ
」
を
開

催
し
ま
す
。
普
段
ス
ポ
ー
ツ
を
し
て
い

な
い
人
で
も
取
り
組
み
や
す
い
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
大
会
な
ど
を
通
し
て
、
体
を
動

か
す
き
っ
か
け
を
つ
く
り
ま
す
。

　

特
に
「
健
康
・
体
力
づ
く
り
」
と

「
楽
し
む
・
ス
ポ
ー
ツ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
づ
く
り
」
に
重
点
を
置
き
、
誰

も
が
気
軽
に
参
加
で
き
る
イ
ベ
ン
ト
と

し
て
次
の
と
お
り
決
定
し
ま
し
た
。

新
た
な
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト

◆
名
称

　

た
か
ね
ざ
わ
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
タ

～
ホ
ッ
プ
・
ス
テ
ッ
プ
・
元
気
あ
っ
ぷ
～

◆
内
容

①
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会

②
ス
ポ
ー
ツ
教
室

③
ス
ポ
ー
ツ
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

④
運
動
能
力
測
定

⑤
ヘ
ル
ス
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ニ
ン
グ

◆
場
所　

町
民
広
場
ほ
か

　

開
催
は　

月
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

10

参
加
方
法
な
ど
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、

あ
ら
た
め
て
広
報
等
で
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

　

海
外
で
進
学
・
留
学
す
る
人
や
国
際

的
に
活
躍
す
る
職
業
に
就
き
た
い
人
へ

の
支
援
を
行
い
ま
す
。

◆
申
込
期
限

　

6
月　

日
（
金
）
ま
で

14

◆
補
助
上
限
額

1
件
あ
た
り
1
0
0
万
円

（
補
助
金
額
は
選
考
結
果
に
よ
り
決

定
し
ま
す
。）

◆
対
象
者

　

次
の
①
～
③
全
て
に
該
当
す
る
人
。

①
町
内
在
住
ま
た
は
町
立
小
中
学
校
の

い
ず
れ
か
の
卒
業
者
で
、
申
請
時
の

年
齢
が　

歳
か
ら　

歳
で
あ
る
。

16

29

　
（
未
成
年
者
は
、
保
護
者
の
同
意
が

必
要
で
す
。）

②
平
成　

年
度
に
、
海
外
の
大
学
な
ど

31

の
教
育
・
研
究
機
関
や
職
業
な
ど
の

キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
の
た
め
の
海
外
の
機

関
等
へ
の
受
け
入
れ
見
込
み
が
あ
る
。

③
過
去
に
こ
の
補
助
金
の
交
付
を
受
け

て
い
な
い
。

※
次
の
人
は
対
象
外
で
す
。

・
現
在
海
外
の
学
校
等
に
在
学
し
て
い

る
、
ま
た
は
海
外
で
研
修
等
を
受
け

て
い
る
。

・
渡
航
期
間
が
6
ヶ
月
未
満
で
あ
る
。

海
外
で
の
学
び
を
応
援
し
ま
す
!

松
谷
正
光
ド
リ
ー
ム
事
業

◆
対
象
経
費

　

授
業
料
ま
た
は
受
講
費
、
研
修
費
、

渡
航
費
、
教
材
費
、
滞
在
費
な
ど

◆
必
要
書
類

　

次
の
①
～
⑥
を
生
涯
学
習
課
へ
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

　

書
類
は
生
涯
学
習
課
で
配
付
、
ま
た

は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
。

①
松
谷
正
光
ド
リ
ー
ム
事
業
認
定
申
請

書
②
事
業
計
画
書

③
収
支
予
算
書

④
履
歴
書

⑤
進
学
・
留
学
先
、
受
入
先
の
内
容
が

分
か
る
資
料
と
入
学
許
可
書
等
の
写

し
（
原
文
と
和
訳
文
）

⑥
小
論
文
（
A
4
用
紙
1
枚
1
埀
2
0

0
字
程
度
、
様
式
は
問
わ
な
い
）

◆
選
考
方
法

　

7
月
中
旬
頃
、
選
考
会
に
お
い
て
書

類
及
び
面
接
審
査
（
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
方
式
）
を
行
い
ま
す
。
該
当
者

な
し
の
場
合
も
あ
り
ま
す
。

◆
申
込
み
・
問
合
せ
先

　

生
涯
学
習
課
　

緯
6
7
5
・
3
1
7
5

おしらせ

◆
問
合
せ
先　

生
涯
学
習
課

　

緯
6
7
5
・
3
1
7
5

新しい
　　　　　　　　  が

始まります
スポーツイベントスポーツイベントスポーツイベント

公
民
館
対
抗
球
技
大
会
に
つ
い
て

　

昨
年
度
に
引
き
続
き
、
公
民
館
対
抗

球
技
大
会
を
開
催
し
ま
す
。

○
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

・
開
催　

6
月
下
旬

・
場
所　

石
末
運
動
場
・
町
民
広
場

○
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

・
開
催　
　

月
上
旬

11

・
場
所　

北
高
根
沢
中
体
育
館

○
ミ
ニ
サ
ッ
カ
ー

・
開
催　
　

月
上
旬

12

・
場
所　

町
民
広
場
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Information

平成31年度高根沢町行政機構図
場所電話番号主な業務係課

第　庁舎　階1 2

緯675・8101

法規・議会・行政区長行政

総務課
人事・給与・職員研修人事
秘書・公聴・情報公開秘書公聴
財産管理管財
契約・検査契約

緯675・8102
地域経営計画・行財政改革企画調整

企画課 予算編成・執行総括財政
広報・情報管理・統計広報・情報

緯675・8110消防・防災消防防災地域安全課 防犯・交通安全・交通政策地域安全

第　庁舎　階1 1

緯675・8100総合案内・各種受付発行総合窓口
住民課 戸籍戸籍

緯675・8141国民健康保険・国民年金・後期高齢者保険年金

緯675・8103
町県民税住民税

税務課 固定資産税・都市計画税資産税
その他の町税等諸税

緯675・8124町税等の徴収収納対策

緯675・8105
高齢者福祉・介護保険高齢者・介護

健康福祉課 障害者福祉障害者
生活保護・地域福祉社会福祉

保健センター緯675・4559健康管理・母子保健健康づくり

第　庁舎　階2 1緯675・8109環境政策・墓地・犬の登録環境環境課 リサイクル・ごみ収集リサイクル

第　庁舎　階2 2緯675・8107

都市計画・施設整備計画・調整

都市整備課
道路・橋梁・河川・交通安全施設道路建設
公園・景観・町営住宅管理
地籍調査・用地取得・補償地籍・用地
土地区画整理区画整理

上下水道事務所緯675・2449上下水道施設の整備、維持管理建設整備上下水道課 予算・決算・契約・資産管理業務管理

第　庁舎　階2 2緯675・8104

農畜産振興・農業団体営農支援

産業課

農村環境農村振興
企業誘致・地域経済活性化産業政策
商工業・観光商工観光

緯675・3000消費生活相談消費生活センター
農業技術センター緯676・1441農業施策農業政策

第　庁舎　階2 2緯675・8120計画・振興振興元気あっぷ創生課 施設整備整備
第　庁舎　階1 1緯675・8112会計事務会計会計課

改善センター緯675・1037
学校教育・通学区域学校教育

学校教育課 児童生徒・学校組織学校支援
学校施設・児童福祉施設施設管理

給食センター緯675・0650給食センター

改善センター緯675・6466保育園・児童館・学童保育所保育

こどもみらい課 児童福祉・要保護児童養育支援
にじいろ保育園緯676・1945にじいろ保育園
のびのび保育園緯675・3721のびのび保育園

改善センター緯675・3175
生涯学習・社会教育・青少年育成生涯学習

生涯学習課 スポーツ・レクリエーションスポーツ
文化・芸術公民館・文化

緯675・3199社会教育施設施設管理

第　庁舎　階3 2
緯675・8111議会事務議会議会事務局

緯675・8115監査事務監査監査委員事務局
選挙事務選挙管理委員会事務局

第　庁舎　階2 2緯675・8108農地利用調整・農業者年金庶務農業委員会事務局
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先
月
は
阿
久
津
中
と
東
小
に

お
邪
魔
し
、
卒
業
式
の
様
子
を

取
材
し
ま
し
た
。
式
で
は
校
歌

の
ほ
か
式
歌
と
し
て
、
阿
久
津

中
で
は
「
大
地
讃
頌
」
が
、
東

小
で
は
「
旅
立
ち
の
日
に
」
が

歌
わ
れ
ま
し
た
。

　

い
わ
ゆ
る
こ
の
「
卒
業
ソ
ン

グ
」、
皆
さ
ん
は
ど
の
歌
を
思

い
浮
べ
ま
す
か
？
私
の
場
合
は

や
は
り
自
分
の
卒
業
式
で
歌
っ

た「
旅
立
ち
の
日
に
」。
聞
い
て

い
て
何
だ
か
感
慨
深
い
気
持
ち

に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
歌
は
元
々
、
埼
玉
県
の

中
学
校
の
先
生
が
卒
業
生
の
た

め
に
作
詞
・
作
曲
し
た
も
の
だ

そ
う
で
す
。
荒
れ
て
い
た
学
校

を
歌
う
楽
し
さ
で
明
る
い
学
校

に
変
え
た
先
生
は
、
共
に
過
ご

し
た
生
徒
た
ち
へ
歌
を
プ
レ
ゼ

ン
ト
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
卒

業
ソ
ン
グ
と
し
て
全
国
的
に
広

が
り
ま
し
た
。

　

卒
業
式
の
歌
に
は
感
謝
や
応

援
、
寂
し
さ
な
ど
様
々
な
感
情

が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
人
の

心
を
表
す
も
の
だ
か
ら
こ
そ
、

特
別
な
歌
と
し
て
い
つ
ま
で
も

記
憶
に
残
る
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
ね
。　 

（
と
し
）

中島信雄さんが
なか しま のぶ お

地域おこし協力隊を
　この度2019年3月をもちまして地域おこし協力隊を
卒業しました。
　2016年の着任当時、広島出身で高根沢に縁もゆかり
もない私は不安を抱え町に移住してきましたが、多く
の方に支えられ、町おこし活動をしていくことができ
ました。町民の皆様には心より感謝しております。
　協力隊を卒業後も高根沢に残り、イベント「駅の前
のマーケット」「のぶおの音楽祭」、高根沢をPRする
バンド「のぶおばんど」は継続していく予定ですので、
今後ともご指導いただけましたら幸いです。
　短い期間でしたが本当にありがとうございました！

◆今後の活動についてはこちら
・Twitter 
　https://twitter.com/nbo_ch_official
・Facebook
　https://www.facebook.com/takanezawanobuo

HAPPY
BIRTHDAY

平野　明宏（あきひろ）ちゃん
平成26年　月12日（上柏崎）4
鉄兵さん・花江さんの子

　満　歳までのアイドルを募集しています。5
　人　回の掲載です。誕生月（掲載月）の　ヶ1 1 3
月前から前の月の　日まで受け付けます。ご5
希望の方は企画課緯６７５・８１０２まで。

寺井　絢人（けんと）ちゃん
平成27年　月　日（宝積寺）4 1
公一さん・里恵さんの子


